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アジェンダ
• 本日のウェビナーの背景

• 分析の目的・背景・環境・クラリベイトのツール

• Derwent Data Analyzerの概要紹介（DDA11のアップデート一部含む）

• 事例紹介（DDA11のアップデート一部含む）

• Derwent Data Analyzer ver.11の強化
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É知財価値の高まりとともに、知財情報を分析する機会が増え、特許の書誌事項や公報テキストを分析する
ツールは一般化してきています。手軽なクラウドベースのツールも沢山登場している一方で、研究開発・知財
戦略の支援を目的とした細かな分析ニーズに応えるために、大きな特許データを自由度高く迅速に分析で
きるインストール型のツールの良さが再認識されています。クラリベイトがご提供するDerwent Data 
Analyzerは、インストール型ツールの先駆として生まれ、進化を続けています。本ウェブセミナーでは、データ
価値を最大限に引き出す分析手法として、クリーンなデータによる特許ポートフォリオ、自社特許の技術的な
強みの把握、自社と他社の具体的な技術内容・用途・独自指標による比較などの事例とDerwent Data 
Analyzerの最新アップデート情報をご紹介します。

本日のウェビナーの背景
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É知財分析の機会が増えていますが、分析ニーズに合わせて必要な分析方法・リソースは異なります。

知財分析の背景

分析の目的 分析ニーズ 必要な分析方法・リソースは？

V 知財や市場等の情報を分析し、自社
の強みや市場での位置づけを見える
化し、経営戦略・事業戦略に活かす
（知財ランドスケープ）

V 知的財産への投資等に関する経営戦
略・経営課題との整合性を意識した
情報開示。知財の情報開示（コーポ
レートガバナンスコード）

V その他

V 知財への投資が事業にどれだけ貢献
しているか？

V 知財の見える化

V 自社の知財は同業他社と比べてどれ
だけの価値があるか？知財評価。

V 自社の強みを活かした新事業・新用
途を検討しほしい。

V 自社と他社の技術・事業を特許情報
で比較し自社の特徴・強みを明確にし
てほしい。

V オープンイノベーションの推進

V 知財意識の向上

V 知財の件数傾向

V 最適なビジュアル

V 価値の評価基準は？

V 特徴・強み・用途を分析するには何が
必要か？

V どれくらいの規模のデータが必要か？

V どんな情報を組み合わせたらよいか？

V 分析に充てれられる時間、人はどれく
らいか？

V 定期的に行うか？
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É知財分析を行う環境として、ツールや手段は何を選択すればよいでしょうか。

知財分析の環境

Excel 分析ツール
クラウド

分析ツール
インストール

分析サービス

利用のハードル 手軽 手軽 専門的 専門的

分析設定 自由設定 定型 定型・自由設定 定型・自由設定

自由度 高い 低い 高い 高い

テキストデータ編集・加工 △ △ 〇 〇

計算 〇 △ 〇 〇

規模 小~大 小~大 小~大 大

所要時間 短 短 短~長 長

対応できる分析ニーズ 件数の統計・可視化 件数の統計・可視化 件数の統計・可視化・多種
多様

件数の統計・可視化・多種
多様
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É Derwent Innovation（クラウドツール）

Ãグローバル情報の簡易統計分析

グローバル知財情報分析を可能にするツール

Themescapeマップ/テキストクラスタリング分析（DerwentInnovation）

<特徴>
・分野全体俯瞰の把握
・多次元の解析が可能
・新規キーワードの抽出

Derwent Data Analyzer

<特徴>
・定量的な解析
・実際の数値から課題・
気付きの発見
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É Derwent Innovation （クラウドツール）

Ãグローバル情報の技術俯瞰分析

É Derwent Data Analyzer

Ãグローバル情報を自由度高く、高精度な分析

Derwent Innovation と
Derwent Data Analyzerは
情報分析担当者の可能性を広げ、知的財産戦略を目的
とした精度の高い情報分析へと導きます。

インサイト・グラフ分析（DerwentInnovation）



ÉDerwent Data Analyzer は特許・文献などのデータをクリーニングし様々な角度から自由に分析し、経営戦略・事業戦略・知財戦
略に資する特許分析、知財情報の可視化を可能にする分析ツールです。

グローバル知財情報分析を可能にするツール Derwent Data Analyzer

É分析目的：

V知的財産ポートフォリオの把握
V自社と他社の強みの比較・相対的な位置づけ・競合分析
V新規事業・新規用途の探索
Vライセンシングや技術提携先の発掘

¸ 自由な分析軸：
• グローバル特許データのほぼ全てを利用可能
• 分析軸を自由に設定
• 価値評価を独自設定

¸ 手間の掛かるデータ編集・加工を効率化
• データ抽出・統制
• 組織名の自動名寄せ
• 概念グループの作成

¸ 多彩なビジュアライズ・レポート機能
¸ 保持している分析データを直ちに参照加工が可能
¸ スムーズな動作

分析結果

分析軸の

自由な組み合わせ
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É Derwent Data Analyzerは、特許情報はもちろん、論文情報、商標情報、医薬品情報、自社で管理している情報など、あらゆる情報源の
データを取り込んで解析することができます。また、それらを掛け合わせて解析することで、多角的な観点からの総合的な情報解析を行い、戦略
に結び付ける重要な知見を導き出します。

柔軟なデータ対応・連携

分̧析データ例：
VDerwent Innovation：特許情報
VWeb of Science：論文情報
VCortellis：医薬品情報
Vその他：Excel形式のデータ、Accessデータ、XMLデータ

※形式の異なる複数のデータを統合することも可能です。

Derwent 
Innovation

Web of Science
（論文）

Cortellis
ṕ Ṗ

社内データ

商標データ

ニュース

市場情報

Derwent Innovation

Derwnet Data Analyzer
検索して、分析対象の母集合を取得

データ
エクスポート

Web of Science

Cortellis (CCI)

特許情報

文献情報

ライフサイエンス情報

Derwent
Innovation 

フィルタ

Web of 
Science
フィルタ

Cortellis
フィルタ

その他データのExcelファイル

専用フィルタで
簡単インポート

グローバルトレンド

研究者・発明者
ネットワーク

研究者グループ
プロファイル

研究動向把握
（自動レポート）

創薬ターゲットの
年次トレンド

（マトリックス）

新規参入ウォッチ
（年別分析）

オープンイノベーション対応

競合他社の研究動向分析

事業分野毎の基本情報分析

データの前処理を
省略して速やかに

分析へ

弊社のデータベースは簡単にインポート
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Éバブルチャートや世界地図などの基本的なビジュアライズ・レポート

分析軸に基本事項を選択して多彩にビジュアル化。社内のニーズに合わせて、「伝わる」マップを作成。Excelと連携し、少ないステップで技術動向、
企業比較などを自動レポート。簡単に傾向分析を済ませたい時にお薦めです。

多彩なビジュアル、自由な分析軸、最新トレンド
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バブルチャート

ワードクラウド：

ホットなキーワードで全体俯瞰
バタフライチャート：2社比較 ヒートマップ：2軸の件数・数値分析

自動レポート

3種類のグラフをリン
クして詳細レポート



É マトリクス

分析軸を自由に組み合わせて多角的な観点で総合的な情報分析

多彩なビジュアル、自由な分析軸、最新トレンド
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Éネットワーク

企業・組織の繋がり、人（発明者、著者）の繋がりをネットワークで表し、
共同研究、共同開発、業務提携、業界の重要人物（KOL)の分析

・競合他社の発明体制

・自社・他社の共願関係

・業界の研究者の繋がり

分析軸の自由な組み合わせ
自社・他社の出願傾向 自社・他社の強み・弱み

分析ニーズに合わせて自由に分析軸を設定



É特許情報については、DWPI（Derwent World Patents Index）のデータを利用することにより、グローバルの特許情報を英語で、索引・
修正された正確性の高い情報を使って、分析することができます。また、DWPI抄録の用途、優位性、新規性のテキストデータを利用すれば、
用途、課題、技術を軸にした分析も可能です。

DWPIを使ったグローバルな特許情報分析

DWPI（Derwent World Patents Index）タイトル・抄録:
グローバルの特許について短時間で発明のエッセンスを把握可能

⁃59ヶ国の特許について、ファミリごとに、専門スタッフが独自の抄録を編集

⁃新規性（技術）、用途、優位性の観点ごとに内容を整理

⁃ 様々な言語の特許文献に対して全て統一言語(英語)で抄録を収録

DWPIタイトル Device for delivering delivery outside business hours of recipient e.g. shop, has 
door opening system connected with communication interfaces, and control unit for 
generating notification and transmitting notification to receiver

DWPI
抄録

新規性

The device has an operable door opening system (4) connected with 
communication interfaces for transmitting an authentication and an authorization to 
deliver a delivery. A camera monitors a predetermined area in front of a shop (2) 
of a receiver. A noise sensor acoustically monitors an entrance door of the shop 
when the entrance door is unlocked. A control unit (5) generates a notification and 
transmits the notification to the receiver until the entrance door is locked. The 
camera is activated in a predetermined time window.

用途 Device for delivering a delivery outside business hours of a recipient e.g. shop and 
retail store, by utilizing a delivery vehicle or electric vehicle.

優位性
(強み)

The device indicates alternative delivery address, so that delivery can be delivered 
quickly and delivery time and associated costs of the delivery can be reduced. The 
device reduces traffic obstructions at night and risk of congestion of the delivery.

オリジナルのタイトル Vorrichtung zur Zustellung einer Lieferung

要約

Die Erfindung betrifft eine Vorrichtung (1) zur 
Zustellung einer Lieferung außerhalb der 
Geschäftszeiten eines Empfängers. 
Erfindungsgemäß umfasst die Vorrichtung (1) 
- ein betätigbares Türöffnungssystem (4), 
・・・

請求項1

1. Vorrichtung (1) zur Zustellung einer Lieferung 
außerhalb der Geschäftszeiten eines Empfängers, 
gekennzeichnet durch 
- ein betätigbares Türöffnungssystem (4), 
・・・

明細書

Die Erfindung betrifft eine Vorrichtung zur 
Zustellung einer Lieferung außerhalb der 
Geschäftszeiten eines Empfängers.
・・・

利用用途は・・・

発明の効果、解決する課題は・・・

技術的な特徴は・・・

発明を一言で言うと・・・

専門スタッフ
が編集

例）ドイツの特許（原文）

グローバル解析の
情報源として利用
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技術内容を分析するには特許分類では不十
分なため、テキストデータを利用



É分析に必要なデータ抽出・統制

文章テキストのデータから分析に適した範囲を抽出して整理します。

É異表記の組織名・人名などの名寄せ、技術ワードの表現統制などを効率的に行います。

効率的なデータ処理：クリーニング・グルーピング

Produces polylactic acid resin expanded particle 
with excellent fusibility, heat resistance, impact 
resistance and mechanical strength.

例：DWPI優位性（課題情報）の文章 •Excellent fusibility
•Heat resistance
•Impact resistance
•mechanical strength
•produces polylactic…

自動抽出

分析軸に利用

Google Inc
Google LLC
Google technology holdings LLC

Google Inc

組̧織名の名寄せ（自動処理） 技̧術ワードの統制（グルーピング）

耐熱性

耐久性

•Heat resistance
•Heat resistanct
•High heat resistance
•Excellent Heat resistance

•Durable
•Durability
•Excellent durability

名寄せ・統制のルールの活用
※名寄せ・統制ルールはシソー
ラスとして保存することで、他の
データの母集合でも活用可能
です
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技術分析は特許分類では不十分なため、テ
キストデータを利用

例：自動車関連の
技術ワードの統制



É出願人別課題解析：課題ワードはDWPI抄録の優位性データから抽出し整理

É マトリクス（出願人×優位性ワード）、バブルチャート（出願人×優位性ワード）、ピボットテーブル（出願人×優位性ワード）

DWPIを使ったグローバルな特許情報分析：
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出願人×課題ワード（特許件数） 出願人×課題ワード（特許件数）

出願人×課題ワード（特許スコア（技術分野での重要度））



É統計・計算

書誌事項の統計（合計、平均、
最小値、中央値、最大値な
ど）と、ユーザー独自の計算式
で数値計算。結果をExcelにエ
クスポートし、可視化。

数値データの利用、近年注目のトピック

É出現指標

近年伸びてきている注目
トピックを探し出す。

É年別分析

様々な指標・トピックが何年から出現したか、何年を最後
に出現しなくなったか把握

萌芽期 成長期 成熟期

変曲点

ここの傾向にあるワード
を抽出する

近年伸びている技術 近年伸びている出願人

例：被引用数、Derwent Innovationの価値
指標、独自計算式（年平均被引用数、権利残
存期間）など自由に数値計算

例：近年伸びている技術は？用途は？出願人
は？発明者は？

例：最近初めて出願された技術は？用途は？出
願人は？発明者は？
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分析ニーズに合わせて数値計算



事例紹介
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É技術テーマ：自動運転自動車

É分析母集合：

VタイトルまたはDWPI抄録 用途：AUTONOMOUS VEHICLE*

V優先権主張年 最先 DWPI：2010‐2021

É分析の流れ：

VDerwent Innovationで検索し、母集合を取得

VDerwent Data Analyzer使用

Å全体傾向の把握：棒グラフ、円グラフ、線グラフ、Vizlink、自由な軸設定、マトリクス・バブルチャート、ピボットツール、共願マップ（ク
ラスターマップ）、企業比較レポート、統計、Excel

ü技術比較のためにデータ処理：フレーズ処理、グルーピング

Å自社と他社の技術比較：

ü自社と他社の技術比較：ピボットツール（マルチ円グラフ）、バタフライチャート

ü他社の特徴把握：企業レポート、発明者マップ、技術散布図、最近の注力技術（年別分析）

事例紹介：特許出願技術動向分析と自社・他社の技術比較
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全体傾向の把握：年・国・組織などの基本的事項の傾向を確認

結果・考察：
WAYMOを筆頭に、グローバル企業などの出願
目立つ。
共願・共同開発している企業もある。

結果・考察：
2018‐2019年で
ピークがあり増加傾向
だった。2020年以降
はまだ公開されていな
い特許があるため、参
考値。

結果・考察：
米国、中国、PCT、ドイツ、韓国、日本への
出願が多い。
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É Vizlinkで3つのグラフをリンクさせて効率的
に確認

全体傾向の把握：年・国・組織など
の基本的事項の傾向を確認

結果・考察：
Amazon社は
・US、WO、CN、EPを中心に出願
・出願は年々増加
・安全性、データ、オブジェクト、正確、環境、軌道、
衝突関連の技術に強み
・軌道関連技術の発明者は、Krishina氏、Lee氏
など。
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DDA11New!



É 出願人：公報記載の出願人データ

⇒オリジナル言語、英訳など様々。統計に使いにくい。

É 出願人（クリーン）：Derwent Data Analyzerが自動的にクリーニング（公報出願人データのの誤表記、表記ゆれなども処理）。出願時の出願人
名をDWPI出願人コードでまとめ。

⇒直ちに統計処理できる。更にユーザーご自身で、現在の権利者やM＆Aなどを考慮して正確に出願人名の名寄せをしたりすることもある。

É 最適化譲受人：Derwent Innovationの出願人データ。クラリベイトのデータサイエンスチームが作成した現在権利者の予測。

⇒直ちに統計処理できる。一部誤った予測もあり得る。

É 最終親会社： Derwent Innovationの出願人データ。クラリベイトのデータサイエンスチームが作成した現在権利者の最終的な親会社を予測。

⇒直ちに統計処理できる。一部誤った予測もあり得る。

組織を分析する際にどのようなデータを使うべきか？
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出願人データ ウェイモ社 モトローラ社 サムスン社 サムスン社

出願人 Waymo LLC
摩有限 任公司

Motorola Mobility LLC
摩托 拉移 有限 任公司

Samsung Display
三星 示有限公司

Samsung Electronics

出願人
（クリーン）

WAYMO LLC MOTOROLA MOBILITY 
LLC

SAMSUNG DISPLAY SAMSUNG ELECTRONICS

最適化譲受人 WAYMO LLC GOOGLE TECHNOLOGY 
HOLDINGS

SAMSUNG DISPLAY SAMSUNG ELECTRONICS

最終親会社 ALPHABET INC ALPHABET INC SAMSUNG ELECTRONICS SAMSUNG ELECTRONICS



É マトリクスやバブルチャートで2軸分析

全体傾向の把握：組織×年

結果・考察：
10年間継続的に出願する組織
（Alphabet、General motors)
最近増やしてきた、参入してきた組織
（Intel、GM cruse）
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分析軸の自由な組み合わせ



É被引用数

É Derwent Innovationの指標

V「技術分野での重要度」：今後10年間で他社による被引用が多くなるかどうか予測。

V「戦略的重要性」：今後10年間で自社による被引用が多くなるかどうか予測。

É Derwent Data Analyzerの統計

V各種数値データの平均、合計、最大値、最小値、中央値など

V独自計算式（年平均被引用数：被引用数/公開後の年数）

V独自計算式（権利残存期間：優先権主張年（最先）－本日＋20年）

全体傾向の把握：数値データの利用
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DDA11New!

計算式の作成

統計の計算式
数値データを自由に組み合わせ、ユーザーの判断で重み付けし、
ユーザー独自のスコアを計算できます。

例えば、
・出願人毎・発明者毎の特許の価値スコア
・出願人毎・発明者毎・論文著者の年平均被引用数
などの計算に活用できます。



É Derwent Data Analyzerの統計機能により、

V年平均被引用数：被引用数/公開後本日までの年数（被引用は自社・他社両方を含む）

V残存権利期間：優先権主張年（最先）－本日＋20年

を計算し、Excelでバブルチャート作成

全体傾向の把握：指標の利用

結果・考察：
Alphabet社は早い時期から出願しており、被引
用数も高い。Amazon社はAlpabet社より出願
は遅いが、被引用数は高く、注目度は高い。
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É件数や指標を基づいて関心のある組織を選び、企業比較レポートにより技術（IPC）の類似性を確認

全体傾向の把握：技術的な類似性（自動レポート：企業比較レポートの利用）

結果・考察：
Alpabet社、Uber社、Toyota社、
Amazon社は技術（IPCグループレベル）
の観点で類似性がある。

23

＜参考＞自動レポート：簡単なステップで様々なチャートをExcel形式で自動レポート

特許レポート
・テクノロジーレポート
・企業比較レポート
・企業レポート

出願国、出願人、発明者、技術分野のト
レンドを俯瞰。さらにはここ数年の新しい傾
向等をレポートします。

文献レポート
・文献トピック
・文献組織

著者、所属機関、国籍、論文発行年、著者
キーワードなどのトレンドを俯瞰。最近、件数
が多くなっているキーワードも提示します。



É技術の強み：DWPI抄録 優位性のワード・フレーズのグルーピング

全体傾向の把握：技術の強み（優位性）や用途を分析軸として使用するためのデータ処理

É発明用途：DWPI抄録 用途のワード・フレーズのグルーピング

グルーピングは、ある程度の技術的な理解が
あると処理し易い。
技術的な理解が浅い場合、Derwent 
InnovationのThemeScapeやテキストク
ラスタリングなどの俯瞰マップを参考にすると、
処理し易い。

特許分類では技術の比較が難しいため、テキストデー
タを分析軸として利用する。
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全体傾向の把握：組織×技術の強み（優位性）、組織×用途

件数上位の組織は、似ている技術が多いが、各社
独自の強みも見受けられる。

25

件数上位の組織は、似ている用途が多いが、各社
独自の用途も見受けられる。

25



É ピボットツールのマルチ円グラフを使て、各技術を組織別割合を表示。

自社と他社の優位性（強み）を比較: 
多くの技術でAlphabet社は優位にある。
Amazon社は正確、衝突、軌道関連技術に強み。
Toyota社はドライバー関連技術に強み。

26
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Éバタフライチャートで2社の技術比較自社と他社の優位性（強み）を比較: 

Toyota社は自社
（Alphabet)
と比べて、ドライバー、
Occupant(乗員）関
連技術に強み。

Amazon社は自社
（Alphabet)
と比べて、衝突、軌道、
関連技術に強み。

Amazon社

27

Toyata社 Alphabet社Alphabet社



É 年、国、人（発明者）、技術の観点で他社の特徴を確認する。

他社のポートフォリオ: AMAZON.com.inc社

発明体制：４つの研究開発グループ
新規の発明者：毎年、新規発明者がいて、人材
に投資している。

年次推移：波はあるが、継続的に出願

出願国：US、WO、CN、EP、JPが中心。
マーケットはUS、CN、EP、JPが中心

28



É どの技術が注目されていて、どの技術を重要視しているか。

他社のポートフォリオ: AMAZON.com.inc社

セキュリティ、ドライバー関連技術は他社に注目されている。
Amazon社はトラベル（移動）関連技術を重要視している。

29
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他社による注目度

自社が重要視しているか



É年別分析により各優先権主張年に初めて出現した強み（優位性フレーズ）を確認

分析結果をExcelに出力し、比較的件数の多いフレーズをハイライト

他社（Amazon inc)の近年の注力技術：各年に初めて出現した強み（優位性フレーズ）

Amazon社は近年、safety outcomes、machine 
learningなどの関連技術に注力しようとしている。

30



その他の特長

31



É分析担当者による分析結果を分析依頼者と共有・閲覧するDerwent 
Data Analyzer Reader（閲覧専用）も用意

分析担当者による分析結果を分析依頼者と共有

本社

企画部門

研究所

知財部門

DDA
(Derwent 
Data
Analyzer)

DDA
Reader

DDA
Reader

DDA
Reader

分析担当者

É DDA Reader について
Derwent Data Analyzer Reader（DDA Reader)はDerwent Data 
Analyzer (DDA）と同じインターフェースを有しますが、 編集やシートを作成
する機能がなく、作成されたDDAファイルを閲覧するためのソフトウェアです。 分
析担当者がDDAで作成した分析結果をDDA Readerで表示し、詳細ウィンド
ウを利用して分析の角度を自由に変更して結果を閲覧することができます。

É 利用用途：
V 分析結果を利用したいが、分析はしない。
V 分析結果を見た時に、統計データや結果だけではなく、特許の中身を確

認したい。
V 分析結果を自分の考えで角度を変えて見てみたい。それによってアイディア

が生まれやすくなる。
V 分析結果を見ながら、知財部の方とインタラクティブな議論をしたい。
V クラリベイトの調査・分析サービスの結果をDDA形式で受け取って自社で

展開したい。 32

DDAユーザーが作成した分析結果のレイア
ウトは保存され、readerユーザーも同じレイ
アウトで閲覧できます。



É機械学習による分類の自動化

教師データ（例：特許と分類）を機械学習し、導き出した分類パターンに基づいて、対象のデータを自動的に分類します。時間と手間が掛かる
分類作業を効率化します。

機械学習により読み込み作業・分類作業の効率化
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バージョンアップ11では、新しいグラフ、ユーザー独自の数値指標、自動分類の改善、日本語テキスト処理などの強化が行われました。

É 強化内容：

VNew レポート！ＶizLinkグラフ

3種のグラフをリンクしてより詳細なレポートを作成します。

Vピボットツールの強化①

「マルチ円グラフ」を使ってデータをグラフ化します。

Vピボットツールの強化②

ピボットツールのテーブルをExcelへエクスポートできるようになり、Excelで処理・加工し活用できるようになりました。

V統計の強化

統計機能にユーザー独自の数式を設定して数値指標を作成できるようになりました。特許の価値評価などのスコアをユーザーの基準で計算すること
ができます。

V自動分類の強化

SmartTrainer（学習方式）を強化しドキュメントをより正確に自動分類できるようになりました。

Vデータ編集の強化（ベータ版）

日本語、中国語のテキストを処理できるようになりました。

Vデータ処理の強化

É DDA ver.10のインストール方法

Derwent Data Analyzer ver.11 リリース
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New レポート！
ＶizLinkグラフ：
3種類のグラフをリンクしてより詳細なレポート

36

ご利用場面
一度に3種類のグラフを表示し多角的に分析できます。
またＶizLinkグラフを見ながら分析結果についてディス
カッションすると、関心のある情報にフォーカスして簡単に
掘り下げて分析でき、議論の展開に役立ちます。

クリックした項目について右
側で詳しく分析

Ver.11 New!

操作手順:
１．「レポート」メニュー⇒（シート追加）⇒VizLiinkグラフ
２．分析軸を選択
３．グラフの種類を選択

グラフの種類分析軸

クリックした項目
について下部で

詳しく分析



ピボットツールの強化①：
「マルチ円グラフ」を使ってデータをグラフ化

Ver.11 New!

ご利用場面
件数を円グラフの大きさで表し、内訳
をパイで表します。

例えば、
・企業別の特許の有効・無効の割合
・企業別の出願国の割合
・国別の企業割合
などの把握に利用できます。

操作手順:
１．「レポート」メニュー⇒シートの追加⇒ピボットツール
２．フィールドの選択
３．形式を「マルチ円グラフ」に設定

・企業別の出願国の割合

・企業別の特許の有効・無効の割合

・国別の企業割合
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ピボットツールの強化②：ピボットツールのテーブルをExcelへエクスポートできるようになり、Excelで処理・加工し
活用できるようになりました。

Ver.11 New!

38

ご利用場面
大量のデータを分析する際、データ処理や集計作業は
DDAで行い、結果をExcelにエクスポートすることで、
Excel機能の活用や社内関係者と分析結果を共有で
きるようになります。

操作手順:
１．「レポート」メニュー⇒シートの追加⇒ピボットツール
２．フィールドの選択
３．形式を「表」、「ヒートマップ」などに設定し、テーブルを作成
４．形式を「Excelのエクスポートフォーマット」に設定
５．表示されるデータをコピーし、Excelファイルにペースト

形式の選択

形式の選択

Excelファイルにコピぺ後、データバーを設定した場合



統計の強化：統計機能にユーザー独自の数式を設定して数値指標を作成できるようになりました。ユーザーの基準
で数値を計算することができます。

Ver.11 New!

ご利用場面
数値データを自由に組み合わせ、ユーザーの判断で重み付けし、
ユーザー独自のスコアを計算できます。

例えば、
・出願人毎・発明者毎の特許の価値スコア
・出願人毎・発明者毎・論文著者の年平均被引用数
などの計算に活用できます。

操作手順:
１．「解析」メニュー⇒統計
２．分析するフィールドと数値フィールドを選択

３． をクリック

４．数式を作成後、計算

四則演算
フィールド

追加/削除数式に組み込むフィールド

重み付けの
数値

演算の設定

数式の作成画面

計算開始

例：被引用数とファミリー国数をの組み合
わせた数値計算
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É教師データの分類を手動で作成する際、Smart trainerが適当な分類をリアルタイムでレコメンド（推薦）してくれます。これにより、
Smart trainerが正しく学習できているかどうか確認することができます。

É適切な分類がレコメンドされる場合、特徴を捉えて正しく学習していると判断できます。適切な分類がレコメンドされない場合、誤って学
習していると判断できます。その場合はそれまでの手動による分類作業の見直しや分類の追加など対応が必要になります。

解析の強化
自動分類の強化：SmartTrainer（学習方式）を強化し、より正確に自動分類できるような仕組みに改良しました

Ver.11 New!

40

Smart trainerがレコメンドした分類がハ
イライトされます。

正しく学習していかどうか目安になります。



É日本語のテキストか
ら単語を切り出して
分析の処理ができる
ようになりました。

データ編集の強化（ベータ版）：日本語、中国語のテキストを処理できるようになりました。

Ver.11 New!

41

操作手順:
１．日本語データのインポート
２．「データ編集」メニュー⇒追加データ処理
⇒Tokenize⇒Japanese text



ÉデータファイルをDDAへインポートする際に使用するメモリを減らしました。インポートに要する時間も短くなりました。

É 「NLP後の仕上げ」において、頭字語（acronyms）を認識する処理を強化し不要な用語をより正確に除けるようになりました。

É 「リストのクリーンアップ」の処理スピードが向上しました。

データ処理の強化：

Ver.11 New!
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DDA ver.11 のインストール方法

“ヘルプ”⇒“ダウンロードページを開く”
をクリックします。

ダウンロードファイルの画面が開きますので、“Derwent Data Analyzer v11 64-bit Full 
Installation and Upgrade”をクリックしダウンロード後、インストールしてください。
※ダウンロードが完了するまでダウンロードファイルのページは閉じないで下さい。

インストーラーをクリックします。

1

2

3
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DDA ver.11のインストール方法

デフォルト設定でインストールを進めてください。

4

インストール後、「Derwent Data Analyzer ライセンスの管理」が表示され
た場合、現在の登録コードを入力してアクティベートして下さい。
※旧バージョンをご利用のPC上でインストールした場合は、こちらの作業は不
要です。
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Q & A



ご参加いただきありがとうございました。
アンケートにご協力をお願いいたします。
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